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条例のポイント
1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一条例のめざす循環型社会一一一一一一一一一一一一一一一一一一一、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
1　　大量生産，大量消費，大量廃棄の一方通行型の社会を見直し，県民，企業，行政が力をあわせて，　i
l　資源やエネルギーを有効に使い，そして，ごみをきちんと処分する環境を汚さない地域社会づくり　　i
lです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
L　＿＿　■　＿幽＿一＿　隔＿　■＿　一　＿＿　＿　■＿　■＿　一一　一一　圏　一　■一　一一　圃　一　r　一閾一　r一　覇一■r一一一一　一　■一一一　一　一一　一　一一　一　一一　一　用　一　胃一一一
一＿一＿．一＿一＿．＿．一一一一一一一一一一一一一・ ?痰ﾌ基本的な考え方一一一一一一一一一一一一一．＿．＿．＿．＿＿，I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
i　　　　　　　　　　　　一　ごみの処理やリサイクルの優先順位　一　　　　　　　　　　　　　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
！1何よりもごみを出さないことが大切　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①発生抑制　　l
lll出てしまったごみはできるだけ循環的に利用（資源やエネルギーに有効利用）　　　　　　　　　i
！　（1）不要になったものはできるだけ繰り返し使う　　　　　　　　　　　　　　　②再使用　　　i
l　（2）繰り返し使えないものはできるだけ資源としてリサイクルする　　　　　　　　③再生利用　．i
l　（3）資源として使えないものは，燃やしてその熱を利用する　　　　　　　　　　　④熱回収　　　i
i皿どうしても使えないごみはきちんと処分すること　　　　　　　　　　　　　　⑤適正処分　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
L■＿一＿一＿一＿嗣＿＿＿＿＿一＿一＿一＿■＿■＿一＿脚＿＿＿＿＿一　＿幽＿一＿■＿一＿■＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一一一幽一一一一一＿一
　上記優先順位を基本としますが，資源・エネルギーの消費や環境への影響などの環境への負荷を総合
的に評価した結果，上記優先順位によらないことが環境への負荷の低減に効果があると認められる場合
は，上記優先順位によらないことができることとします。
物質循環のフローと処理の優先順位
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